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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
接着性樹脂からなる複数の層が積層された合わせガラス用中間膜であって、熱線遮蔽微粒
子を含有する熱線遮蔽樹脂層と、この熱線遮蔽微粒子の色調と補色に調色された色調補正
樹脂層と、紫外線吸収樹脂層とが積層されていることを特徴とする合わせガラス用中間膜
。
【請求項２】
接着性樹脂は、ポリビニルアセタール樹脂であることを特徴とする請求項１記載の合わせ
ガラス用中間膜。
【請求項３】
透明ガラス板の間に、請求項１又は２記載の合わせガラス用中間膜が接着されていること
を特徴とする合わせガラス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、熱線遮蔽性に優れるとともに無色透明性にも優れた合わせガラス用中間膜及び
この合わせガラス用中間膜を用いた合わせガラスに関する。
【背景技術】
【０００２】
合わせガラスは、外部衝撃を受けた際に物体が貫通しにくく、また物体により破損しても
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、ガラスの破片が飛散することが少なく安全であるため、自動車等の車両、航空機、建築
物等の窓ガラスに広く使用されている。この種の合わせガラスとしては、透明ガラス板の
間に、接着性樹脂、例えば可塑剤により可塑化されたポリビニルブチラール樹脂等の可塑
化ポリビニルアセタール樹脂からなる合わせガラス用中間膜を接着させたものが汎用され
ている。
【０００３】
しかし、上記従来の合わせガラス用中間膜を用いた合わせガラスは、安全性には優れてい
るものの熱線遮蔽性が劣る。光線のなかでも、可視光線より長い約７８０ｎｍ以上の波長
を持つ赤外線は、紫外線と比較するとエネルギー量が約１０％程度と小さいものの、熱的
作用が大きく、いったん物質に吸収されると熱として放出され温度上昇をもたらすことか
ら、一般に熱線と呼ばれている。
【０００４】
それゆえ、例えば自動車のフロントガラスやサイドガラスから入射してくる光線のうち、
熱的作用の大きな赤外線（熱線）を遮断できるようにすれば、熱線遮蔽性が高まり、自動
車内部の温度上昇を抑えることができる。近年の傾向として、自動車や建築物等において
窓ガラスの開口部面積が増大しており、合わせガラスの熱線遮蔽性を高くし、これ等の窓
ガラスの開口部に熱線遮蔽機能を付与する必要が増大している。
【０００５】
ところで、下記の特許文献１には、熱線遮蔽性能を有する錫ドープ酸化インジウム微粒子
やアンチモンドープ酸化錫微粒子等の熱線遮蔽微粒子を、可塑化ポリビニルアセタール樹
脂等の接着性樹脂中に分散させてなる合わせガラス用中間膜及びこの合わせガラス用中間
膜を用いた合わせガラスが開示されている。このような合わせガラス用中間膜及び合わせ
ガラスは、熱線遮蔽性に優れ且つ透明性にも優れており、自動車や建築物等の窓ガラスと
して非常に有用である。
【０００６】
しかし、このような熱線遮蔽性を有する合わせガラス用中間膜及び合わせガラスは、中間
膜中に分散された熱線遮蔽微粒子が、その性質として赤色領域の可視光線も遮断し、また
その粒子径に応じて青色領域の可視光を散乱するため、結果として透過光は黄緑みがかっ
た色調を示し、得られる合わせガラス用中間膜及び合わせガラスがわずかに黄緑みがかっ
た色を呈する。そのため、高度の熱線遮蔽性を得るために熱線遮蔽微粒子の濃度を高くす
ると、黄緑みの程度が増大する。それゆえ、自然な色に見える無色透明が要求される用途
にあっては、熱線遮蔽微粒子の濃度を高くできず、無色透明で高度の熱線遮蔽性を得るに
は、まだ充分に満足のいくものではなく、この点で未だ改善すべき問題があった。
【特許文献１】国際公開第０１／２５１６２号パンフレット
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
本発明は、上記の問題を解決するものであり、その目的とするところは、熱線遮蔽性能に
優れるとともに、自然な色に見える無色透明性にも優れた合わせガラス用中間膜及び合わ
せガラスを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
上記目的は、本発明によって達成することができる。
すなわち、本発明は、接着性樹脂からなる複数の層が積層された合わせガラス用中間膜で
あって、熱線遮蔽微粒子を含有する熱線遮蔽樹脂層と、この熱線遮蔽微粒子の色調と補色
に調色された色調補正樹脂層とが積層されている合わせガラス用中間膜である。ここで、
上記接着性樹脂は、ポリビニルアセタール樹脂であることが好ましい。
【０００９】
また、更に、紫外線吸収樹脂層が積層されていることが好ましい。
【００１０】
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透明ガラス板の間に、本発明の合わせガラス用中間膜が接着されている合わせガラスもま
た、本発明の１つである。
【００１１】
以下本発明を詳述する。
熱線遮蔽樹脂層、色調補正樹脂層及び紫外線吸収樹脂層を構成する樹脂としては、従来の
合わせガラス用中間膜に用いられている接着性樹脂、例えば、可塑化ポリビニルアセター
ル樹脂、エチレン－酢酸ビニル系共重合体樹脂、エチレン－（メタ）アクル酸エステル系
共重合体樹脂、ポリウレタンエラストマー系樹脂等が挙げられる。エチレン－酢酸ビニル
共重合体樹脂は、その構成成分として酢酸ビニル成分を１８～３５重量％含有するものが
好ましい。
これらの接着性樹脂からなる中間膜を用いた合わせガラスは、透明性がよい、耐候性がよ
い、接着性がよい、耐貫通性がよい、ガラス破片が飛散しにくい等の合わせガラスに必要
な基本的性能を有している。なかでも、可塑化ポリビニルアセタール樹脂が性能バランス
に優れ好ましい。
【００１２】
本発明に用いるポリビニルアセタール樹脂としては特に限定されず、従来より合わせガラ
ス用中間膜用樹脂として用いられているものを使用することができ、例えば、アセタール
化度６０～７５モル％、平均重合度８００～３０００のもの等が好適に用いられる。平均
重合度が８００未満であると、樹脂膜の強度が弱くなりすぎて、得られる合わせガラスの
耐貫通性が低下することがあり、逆に平均重合度が３０００を超えると、樹脂膜の成形性
が難しくなったり、樹脂膜の強度が強くなりすぎて、得られる合わせガラスの衝撃吸収性
が低下したりすることがある。また、アセタール化度が６０モル％未満であると、可塑剤
との相溶性が低下して、耐貫通性の確保に必要な量の可塑剤を含有させることが難しくな
ることがあり、樹脂膜の吸湿性も高くなり、逆にアセタール化度が７５モル％を超えると
、樹脂膜の強度が弱くなりすぎて、得られる合わせガラスの耐貫通性が低下することがあ
る。なかでも、ガラスに対する適正な接着力、透明性、耐候性に優れるという点からポリ
ビニルブチラール樹脂が好適である。
【００１３】
なお、ポリビニルブチラール樹脂等のポリビニルアセタール樹脂の平均重合度及びアセタ
ール化度は、例えばＪＩＳ　Ｋ　６７２８「ポリビニルブチラール試験方法」や核磁気共
鳴法（ＮＭＲ）に基づいて測定することができる。
【００１４】
上記ポリビニルアセタール樹脂を得るには、公知の方法が採用される。例えば、所定のポ
リビニルアルコールを使用し、これを温水に溶解し、得られた水溶液を所定の温度、例え
ば０～９５℃に保持して所要の酸触媒及びアルデヒドを加え、攪拌しながらアセタール化
反応を進行させ、次いで反応温度を上げて熟成し反応を完結させ、その後、中和、水洗及
び乾燥を行ってポリビニルアセタール樹脂の粉末を得ることができる。
【００１５】
ここで、上記ポリビニルアルコールは、通常ポリ酢酸ビニルを鹸化することにより得られ
、鹸化度８０～９９．８モル％のポリビニルアルコールが一般的に用いられる。このポリ
ビニルアルコールの平均重合度は２００～３０００であることが好ましい。平均重合度が
２００未満であると、得られる合わせガラスの耐貫通性が低下することがあり、逆に３０
００を超えると、樹脂膜の成形性が悪くなり、樹脂膜の剛性が大きくなり過ぎ、加工性が
悪くなることがある。より好ましい平均重合度は５００～２０００である。
なお、ポリビニルアルコール樹脂の平均重合度及び鹸化度は、例えばＪＩＳ　Ｋ　６７２
６「ポリビニルアルコール試験方法」に基づいて測定することができる。
【００１６】
また、上記アルデヒドとしては特に限定されず、一般に炭素数が１～１０のアルデヒドが
用いられ、例えば、ｎ－ブチルアルデヒド、イソブチルアルデヒド、ｎ－バレルアルデヒ
ド、２－エチルブチルアルデヒド、ｎ－ヘキシルアルデヒド、ｎ－オクチルアルデヒド、
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ｎ－ノニルアルデヒド、ｎ－デシルアルデヒド、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、
ベンズアルデヒド等が挙げられる。なかでも、ｎ－ブチルアルデヒド、ｎ－ヘキシルアル
デヒド、ｎ－バレルアルデヒドが好適に用いられる。特に好ましくは炭素数が４のブチル
アルデヒドである。
【００１７】
上記可塑化ポリビニルアセタール樹脂は、上記のポリビニルアセタール樹脂に可塑剤を含
有することにより得られる。上記可塑剤としては特に限定されず、この種の中間膜用の可
塑剤として一般的に用いられている公知の可塑剤を用いることができ、例えば、一塩基性
有機酸エステル、多塩基性有機酸エステル等の有機系可塑剤；有機リン酸系、有機亜リン
酸系等のリン酸系可塑剤等が挙げられる。これらの可塑剤は、単独で用いられてもよく、
２種以上が併用されてもよく、樹脂との相溶性等を考慮して、ポリビニルアセタール樹脂
の種類に応じて使い分けられる。
【００１８】
上記一塩基性有機酸エステル系可塑剤としては特に限定されず、例えば、トリエチレング
リコール、テトラエチレングリコール、トリプロピレングリコール等のグリコールと、酪
酸、イソ酪酸、カプロン酸、２－エチル酪酸、ヘプチル酸、ｎ－オクチル酸、２－エチル
ヘキシル酸、ペラルゴン酸（ｎ－ノニル酸）、デシル酸等の一塩基性有機酸との反応によ
って得られるグリコール系エステルが挙げられる。なかでも、トリエチレングリコール－
ジカプロン酸エステル、トリエチレングリコール－ジ－２－エチル酪酸エステル、トリエ
チレングリコール－ジ－ｎ－オクチル酸エステル、トリエチレングリコール－ジ－２－エ
チルヘキシル酸エステル等のトリエチレングリコールの一塩基性有機酸エステルが好適に
用いられる。
【００１９】
上記多塩基性有機酸エステル系可塑剤としては特に限定されず、例えば、アジピン酸、セ
バシン酸、アゼライン酸等の多塩基性有機酸と、炭素数４～８の直鎖状または分枝状アル
コールとのエステル等が挙げられる。なかでも、ジブチルセバシン酸エステル、ジオクチ
ルアゼライン酸エステル、ジブチルカルビトールアジピン酸エステル等が好適に用いられ
る。
【００２０】
上記有機リン酸系可塑剤としては特に限定されず、例えば、トリブトキシエチルホスフェ
ート、イソデシルフェニルホスフェート、トリイソプロピルホスフェート等が挙げられる
。
【００２１】
これらの可塑剤の中でも特に、トリエチレングリコール－ジ－２－エチルブチレート（３
ＧＨ）、トリエチレングリコール－ジ－２－エチルヘキサノエート（３ＧＯ）、テトラエ
チレングリコール－ジ－２－エチルヘキサノエート（４ＧＯ）、テトラエチレングリコー
ル－ジ－２－ブチルセバケート等が好適に用いられる。
【００２２】
これらの可塑剤の配合量は、ポリビニルアセタール樹脂１００重量部に対して２０～６０
重量部であることが好ましい。２０重量部未満であると、得られる中間膜や合わせガラ
スの衝撃吸収性が不充分となることがあり、逆に６０重量部を超えると、可塑剤がブリー
ドアウトして、得られる中間膜や合わせガラスの光学歪みが大きくなったり、透明性やガ
ラス板と中間膜との接着性が損なわれたりすることがある。より好ましい可塑剤の配合量
は３０～５０重量部である。
【００２３】
本発明に用いる熱線遮蔽微粒子としては特に限定されず、例えば、錫ドープ酸化インジウ
ム（ＩＴＯ）微粒子、アンチモンドープ酸化錫（ＡＴＯ）微粒子、アルミニウムドープ酸
化亜鉛（ＡＺＯ）微粒子、インジウムドープ酸化亜鉛（ＩＺＯ）微粒子、錫ドープ酸化亜
鉛微粒子、珪素ドープ酸化亜鉛微粒子、アンチモン酸亜鉛、６ホウ化ランタン微粒子及び
６ホウ化セリウム微粒子からなる群より選択される少なくとも１種が好適である。これら



(5) JP 5049593 B2 2012.10.17

10

20

30

40

50

の熱線遮蔽微粒子を分散した樹脂層は、透過色がすべて淡黄緑色を帯びており、優れた赤
外線（熱線）遮蔽機能を有する。
【００２４】
上記熱線遮蔽微粒子の平均粒子径は８０ｎｍ以下であることが好ましい。平均粒子径が８
０ｎｍを超えると、熱線遮蔽微粒子による可視光線の散乱が顕著になり、得られる合わせ
ガラス用中間膜の透明性が損なわれることがある。その結果、合わせガラスとしたときに
ヘイズが悪化して、例えば自動車のフロントガラスで要求されるような高度な透明性を満
足することができなくなる。より好ましい平均粒子径は１０～８０ｎｍである。なお、熱
線遮蔽微粒子の粒子径及び平均粒子径は、光散乱測定装置（例えば、大塚電子社製「ＤＬ
Ｓ－６０００ＡＬ」）を使用して、Ａｒレーザーを光源として動的光散乱法により測定す
ることができる。
【００２５】
このような熱線遮蔽微粒子は、上記熱線遮蔽樹脂層中に均一に微分散されていることが好
ましい。均一に微分散させることにより、熱線遮蔽性は全体にわたって高いものとなり、
更に、ガラス板と中間膜との接着力が調節可能となり、合わせガラス用中間膜及び合わせ
ガラスの耐貫通性も優れたものとなる。
【００２６】
上記熱線遮蔽樹脂層においては、上記熱線遮蔽微粒子は、粒子径１００ｎｍ以上の粒子が
１個／μｍ２以下に分散していることが好ましい。即ち、透過型電子顕微鏡で本発明の合
わせガラス用中間膜を撮影、観察したときに、粒子径１００ｎｍ以上の上記熱線遮蔽微粒
子が観察されないか、または、観察された場合には１μｍ２の枠の中心に粒子径１００ｎ
ｍ以上の熱線遮蔽微粒子を置くと、かかる１μｍ２の枠内に粒子径１００ｎｍ以上の熱線
遮蔽微粒子が他に観察されない状態となるよう分散しているのが好ましい。これにより、
合わせガラスにしたときに、低ヘイズで透明性に優れ、全体に渡って高い遮熱性が得られ
る。なお、透過型電子顕微鏡による観察は、透過型電子顕微鏡（例えば、日立製作所社製
Ｈ－７１００ＦＡ型透過型電子顕微鏡）を用いて、加速電圧１００ｋＶで撮影することに
より行うことができる。
【００２７】
これらの熱線遮蔽粒子の配合量としては、全接着性樹脂（例えばポリビニルアセタール樹
脂）１００重量部に対して０．１～３重量部が好ましい。配合量が０．１重量部未満であ
ると、赤外線（熱線）遮蔽効果が充分に発揮されず、得られる合わせガラス用中間膜や合
わせガラスの熱線遮蔽性が充分に向上しないことがあり、逆に配合量が３重量部を超える
と、得られる合わせガラス用中間膜や合わせガラスの可視光線透過性が低下したり、ヘイ
ズ値が大きくなったりすることがある。
【００２８】
一方、上記熱線遮蔽微粒子の色調と補色に調色された色調補正樹脂層は、接着性樹脂に上
記熱線遮蔽微粒子を分散した樹脂層の有する黄緑色の色調に対して補色となる、即ち青色
と赤色の色調の着色剤、又は、紫色の色調の着色剤を分散させることにより得られる。こ
のための着色剤としては、特に限定されず、例えば、青色着色剤としては、フタロシアニ
ン系青色着色剤、インダンスレン系青色着色剤、アンスラキノン系青色着色剤等が挙げら
れ、赤色着色剤としては、ペリレン系赤色着色剤、アンスラキノン系赤色着色剤等が挙げ
られ、紫色着色剤としては、ジオキサジン系紫色着色剤、アンスラキノン系紫色着色剤、
ジクロロキナクリドン系紫色着色剤等が挙げられる。
【００２９】
これらの熱線遮蔽微粒子の色調に対して補色となる着色剤の配合量としては、全接着性樹
脂１００重量部に対して０．０００５～０．０５重量部が好ましい。配合量が０．０００
５重量部未満であると、補色作用が充分に発揮されず、得られる合わせガラス用中間膜や
合わせガラスの無色透明性が充分に向上しないことがあり、逆に配合量が０．０５重量部
を超えると、得られる合わせガラス用中間膜や合わせガラスの可視光線透過性が低下した
り、ヘイズ値が大きくなったりすることがある。
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【００３０】
ここで、上記熱線遮蔽樹脂層に熱線遮蔽微粒子の色調に対して補色となる着色剤を添加し
ようとすると、添加した着色剤と熱線遮蔽微粒子との間で酸化還元反応が起こって、熱線
遮蔽樹脂層が黄色味に着色してしまい無色透明性が損なわれることが判明した。このため
、熱線遮蔽微粒子とこの熱線遮蔽微粒子の色調に対して補色となる着色剤とは、同一層中
に併用できない。
【００３１】
そこで、熱線遮蔽微粒子を含有する熱線遮蔽樹脂層と、この熱線遮蔽微粒子の色調と補色
に調色された色調補正樹脂層と別々に積層すると、意外にも、得られる合わせガラス用中
間膜の色調を、自然な色に見えるように無色透明にすることができることがわかった。こ
の場合、熱線遮蔽樹脂層と色調補正樹脂層とは隣接していることが、無色透明化が効果的
に達成できる点で好ましい。
【００３２】
また、上記紫外線吸収樹脂層は、接着性樹脂に紫外線吸収剤を含有させることにより得ら
れる。紫外線吸収剤としては特に限定されず、例えば、マロン酸エステル系化合物、シュ
ウ酸アニリド系化合物、ベンゾトリアゾール系化合物、ベンゾフェノン系化合物、トリア
ジン系化合物、ベンゾエート系化合物、ヒンダードアミン系化合物等の紫外線吸収剤が挙
げられる。なかでも、ベンゾトリアゾール系化合物、例えば、２－（２’－ヒドロキシ－
５’－メチルフェニル）ベンゾトリアゾール（チバガイギー社製の商品名「チヌビンＰ」
）、２－（２’－ヒドロキシ－３’，５’－ジ－ｔ－メチルフェニル）ベンゾトリアゾー
ル（チバガイギー社製の商品名「チヌビン３２０」）、２－（２’－ヒドロキシ－３’－
ｔ－ブチル－５’－メチルフェニル）－５－クロロベンゾトリアゾール（チバガイギー社
製の商品名「チヌビン３２６」）、２－（２’－ヒドロキシ－３’，５’－ジ－アミルフ
ェニル）ベンゾトリアゾール（チバガイギー社製の商品名「チヌビン３２８」）等が好ま
しい。また、ヒンダードアミン系化合物、例えばアデカアーガス社製の商品名「アデカス
タブＬＡ－５７」等も好ましい。
【００３３】
これらの紫外線吸収剤の配合量としては、全接着性樹脂１００重量部に対して０．１～５
重量部が好ましい。配合量が０．１重量部未満であると、紫外線吸収遮断作用が充分に発
揮されず、また得られる合わせガラス用中間膜の耐候性や耐光性が充分に向上しないこと
があり、逆に配合量が５重量部を超えると、得られる合わせガラス用中間膜や合わせガラ
スの可視光線透過性が低下したり、ヘイズ値が大きくなったりすることがある。
【００３４】
なお、熱線遮蔽樹脂層、色調補正樹脂層、紫外線吸収樹脂層には、接着性樹脂が可塑化ポ
リビニルアセタール樹脂の場合は、有機酸または無機酸のアルカリ金属塩或いはアルカリ
土類金属塩、変成シリコーンオイル等の接着力調整剤；ｔ－ブチルヒドロキシトルエン（
住友化学社製の商品名「スミライザーＢＨＴ」）、テトラキス－〔メチレン－３－（３’
，５’－ジ－ｔ－ブチル－４’－ヒドロキシフェニル）プロピオネート〕メタン（チバガ
イギー社製の商品名「イルガノックス１０１０」）等の酸化防止剤を添加してもよく、更
に光安定剤、界面活性剤、難燃剤、帯電防止剤、熱線反射剤、熱線吸収剤等の従来公知の
添加剤が添加されていてもよい。
【００３５】
特に、酸化防止剤は少なくとも熱線遮蔽樹脂層に含有されていることが好ましく、より好
ましくは熱線遮蔽樹脂層、色調補正樹脂層、紫外線吸収樹脂層のいずれの樹脂層にも酸化
防止剤が含有されることが好ましい。上記樹脂層に酸化防止剤を含有させておくことによ
り、着色を伴う酸化反応を抑えることができる。いずれの樹脂層にも酸化防止剤を含有さ
せておくことで、たとえ酸化防止剤が消費されてもそれぞれの樹脂層間の酸化防止剤が移
行して濃度が保たれるため、酸化反応の抑制効果を維持しやすい。
【００３６】
また、紫外線により熱線遮蔽微粒子が着色を伴う反応を引き起こすため、熱線遮蔽樹脂層
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への紫外線の透過を抑制するために、上記のような紫外線吸収層を別に設けておくことが
好ましい。
【００３７】
上記紫外線吸収樹脂層には、酸化防止剤を含有させてもよいが、紫外線吸収剤とともに多
量の酸化防止剤を含有させると、経時で透明性が悪化することがあるため、紫外線吸収剤
や酸化防止剤はそれぞれの樹脂層に少量づつ含有させておくことが好ましい。具体的には
、熱線遮蔽樹脂層と色調補正樹脂層と紫外線吸収樹脂層に含まれる酸化防止剤の割合は、
紫外線吸収樹脂層の濃度を１とした場合に、熱線遮蔽樹脂層が０．７～１、色調補正樹脂
層が０．３～１であることが好ましい。なお、紫外線吸収剤としてベンゾトリアゾール系
化合物とヒンダードアミン系化合物とを併用した場合は、酸化反応の抑制が特に必要とさ
れることから、酸化防止剤の添加量を増やしておくことが好ましい。いずれの層にも酸化
防止剤を含有させておくことで、たとえ酸化防止剤が消費されてもそれぞれの層間の酸化
防止剤が移行して濃度が保たれるため酸化反応の抑制効果が維持しやすい。
【００３８】
本発明の合わせガラス用中間膜の全体の膜厚は、合わせガラスとして最小限必要な耐貫通
性や耐候性を考慮すると、実用的には通常の透明な合わせガラス用中間膜と同様に、一般
に、０．３～１．６ｍｍの膜厚範囲が好ましい。特に、０．７～１．６ｍｍの膜厚範囲が
好ましい。
【００３９】
特に、この合わせガラス用中間膜を、熱線遮蔽樹脂層と色調補正樹脂層と紫外線吸収樹脂
層とで構成する場合は、中間膜の全体の膜厚に対して熱線遮蔽樹脂層の厚みが１５～２５
％、色調補正樹脂層の厚みが５～２５％、紫外線吸収樹脂層の厚みが５０～８０％となる
ように構成するのが好ましい。また、合わせガラス用中間膜を、熱線遮蔽樹脂層と色調補
正樹脂層とで構成する場合は、中間膜の全体の膜厚に対して熱線遮蔽樹脂層の厚みが５０
～８０％、色調補正樹脂層の厚みが２０～５０％となるように構成するのが好ましい。
【００４０】
すなわち、色調補正樹脂層が厚くなりすぎると透明性が低下する。したがって、無色透明
性を確保できる熱線遮蔽樹脂層の厚みの上限も制限される。また、色調補正樹脂層の厚み
が薄すぎると、充分な色調補正が難しくなる。また、熱線遮蔽樹脂層が薄すぎると、黄緑
みの程度は低減されてわずかになるが、熱線遮蔽性能を充分に確保することが難しくなる
。　
【００４１】
なお、上記熱線遮蔽樹脂層と色調補正樹脂層と紫外線吸収樹脂層とを積層してなる合わせ
ガラス用中間膜及び上記熱線遮蔽樹脂層と色調補正樹脂層とを積層してなる合わせガラス
用中間膜には、更に、熱線遮蔽微粒子やこの熱線遮蔽微粒子の色調に対して補色となる着
色剤を含有しない通常の透明な合わせガラス用中間膜と同様な組成の透明樹脂層を積層し
て中間膜としてもよい。
【００４２】
上記熱線遮蔽樹脂層は、上記接着性樹脂、例えばポリビニルアセタール樹脂、熱線遮蔽微
粒子、可塑剤及び必要に応じて添加する各種の添加剤を、押出機、プラストグラフ、ニー
ダー、バンバリーミキサー、カレンダーロール等を用いて混練し、これを押出し法、カレ
ンダー法、プレス法等の通常の製膜法によりシート状に製膜する方法により得ることがで
きる。また、熱線遮蔽微粒子を可塑剤にマイクロビーズミル等により分散しておき、その
後ポリビニルアセタール樹脂と熱線遮蔽微粒子分散可塑剤とをミキシングロール等で混練
し、シート状に製膜することにより熱線遮蔽樹脂層を得ることができる。
【００４３】
また、上記色調補正樹脂層は、上記接着性樹脂、例えばポリビニルアセタール樹脂、上記
熱線遮蔽微粒子の色調に対して補色となる着色剤、可塑剤及び必要に応じて添加する各種
の添加剤を、押出機、プラストグラフ、ニーダー、バンバリーミキサー、カレンダーロー
ル等を用いて混練し、これを押出し法、カレンダー法、プレス法等の通常の製膜法により
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シート状に製膜する方法により得ることができる。
【００４４】
更に、上記紫外線吸収樹脂層は、上記接着性樹脂、例えばポリビニルアセタール樹脂、紫
外線吸収剤、可塑剤及び必要に応じて添加する各種の添加剤を、押出機、プラストグラフ
、ニーダー、バンバリーミキサー、カレンダーロール等を用いて混練し、これを押出し法
、カレンダー法、プレス法等の通常の製膜法によりシート状に製膜する方法により得るこ
とができる。
【００４５】
本発明の合わせガラス用中間膜は、上記のように別々に製膜された熱線遮蔽樹脂層と色調
補正樹脂層、更に必要に応じて紫外線吸収樹脂層とを重ね合わせ、これを加熱加圧するこ
とにより一体化する方法により製造することができる。また、熱線遮蔽樹脂層の製膜用配
合物と色調補正樹脂層の製膜用配合物、更に必要に応じて紫外線吸収樹脂層の製膜用配合
物とを、多層押出し法により一体に製膜する方法により製造することができる。また、別
の方法として、熱線遮蔽樹脂層と色調補正樹脂層、更に必要に応じて紫外線吸収樹脂層と
を、二枚のガラス板の間に重ね合わせ、これを加熱加圧することにより一体化して、合わ
せガラスの製造と同時に製膜する方法により製造することができる。
【００４６】
この場合、熱線遮蔽微粒子やこの熱線遮蔽微粒子の色調に対して補色となる着色剤を含有
しない通常の透明樹脂層を併用してもよい。この通常の透明樹脂層や上記紫外線吸収樹脂
層を併用する際には、得られる合わせガラス用中間膜の色調の無色透明化を効果的に達成
するために、熱線遮蔽樹脂層と色調補正樹脂層とが隣接するように積層するのが好ましい
。
【００４７】
本発明の合わせガラスは、通常の合わせガラスの製法と同様な方法により製造することが
できる。例えば、少なくとも二枚の透明ガラス板の間に、上述の合わせガラス用中間膜を
挟み、これを押圧ロールに通して扱くか或いはゴムバッグに入れて減圧吸引し、ガラス板
と中間膜との間に残留する空気を脱気しながら約７０～１１０℃で予備接着して積層体と
し、次いでこの脱気された積層体をオートクレーブに入れるか或いはプレスを行い、約１
２０～１５０℃で、約０．９８～１．４７ＭＰａの圧力で本接着を行うことにより製造さ
れる。
【００４８】
なお、透明ガラス板としては特に限定されず、一般に使用されている透明ガラス板を使用
することができる。このような透明ガラス板としては、例えば、フロート板ガラス、熱線
吸収板ガラス、磨き板ガラス、型板ガラス、網入り板ガラス、線入り板ガラス等の各種無
機ガラス板：ポリカーボネート板、ポリメチルメタクリレート板等の有機ガラス板が挙げ
られる。これらのガラス板は、単独で用いられてもよいし、２種類以上が併用されてもよ
い。なかでも、熱線吸収板ガラスを用いることが好ましい。なお、これ等のガラス板の厚
みは、用途によって適宜選択されればよく、特に限定されるものではない。
【発明の効果】
【００４９】
本発明によれば、熱線遮蔽微粒子を含有する熱線遮蔽樹脂層により、合わせガラスから入
射してくる光線のうち、熱的作用の大きな赤外線（熱線）が吸収ないしは反射されること
により遮断され、車内或いは室内の温度上昇が抑えられ、人体や物体の熱的障害を防止す
ることができる。しかも、遮熱微粒子の存在により熱線遮蔽樹脂層は透過色が黄緑みがか
った色調を呈するが、上記遮熱微粒子の色調と補色に調色された色調補正樹脂層により、
熱線遮蔽微粒子に由来する熱線遮蔽樹脂層の黄緑みがかった色調が無彩色化され、かつ熱
線遮蔽微粒子と色調補正用着色剤等が別の層に含まれているので、熱線遮蔽微粒子と色調
補正用着色剤等が層内で接触することがなく、両者の反応による着色を生じない。その結
果として中間膜及び合わせガラスが無色透明の自然な色に見える状態が持続する。更に、
紫外線吸収樹脂層を有するものは、紫外線による熱線遮蔽樹脂層の変色が防止される上、
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紫外線カット性能が付与され、内装や備品の褪色、変色を防止することができる。
【００５０】
したがって、本発明の合わせガラス用中間膜及び合わせガラスの用途は、特に限定されな
いが、例えば、自動車のフロントガラス、サイドガラス、リアガラス、ルーフガラス；航
空機や電車等の乗り物のガラス部位、建築物の窓ガラス等のうち、特に熱線遮蔽と無色透
明性が要求される場合に好適に使用される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００５１】
以下に実施例を挙げて本発明の態様を更に詳しく説明するが、本発明はこれら実施例にの
み限定されるものではない。
【００５２】
（実施例１）
（１）ポリビニルブチラール樹脂の合成
純水２８９０重量部に、平均重合度１７００、鹸化度９９．２モル％のポリビニルアルコ
ール２７５重量部を加えて加熱溶解した。この反応系を１５℃に温度調節し、３５重量％
の塩酸触媒２０１重量部とｎ－ブチルアルデヒド１５７重量部を加え、この温度を保持し
て反応物を析出させた。その後、反応系を６０℃で３時間保持して反応を完了させ、過剰
の水で洗浄して未反応のｎ－ブチルアルデヒドを洗い流し、塩酸触媒を水酸化ナトリウム
水溶液で中和し、更に、過剰の水で２時間水洗及び乾燥を経て、白色粉末状のポリビニル
ブチラール樹脂を得た。この樹脂の平均ブチラール化度は６８．５モル％であった。
【００５３】
（２）熱線遮蔽微粒子分散可塑剤の調製
トリエチレングリコール－ジ－２－エチルブチレート（３ＧＯ）４０重量部と、錫ドープ
酸化インジウム（ＩＴＯ）微粒子１重量部を仕込み、これに分散剤として長鎖アルキルリ
ン酸エステル０．１重量部を添加して、水平型のマイクロビ－ズミルにて上記可塑剤中に
ＩＴＯ微粒子を分散させて、熱線遮蔽微粒子分散可塑剤を調製した。この熱線遮蔽微粒子
分散可塑剤中のＩＴＯ微粒子の平均粒径は３５ｎｍであった。
【００５４】
（３）熱線遮蔽樹脂層となる中間膜の作製
上記（１）で得られたポリビニルブチラール樹脂１００重量部に、上記（２）で得られた
熱線遮蔽微粒子分散可塑剤４０重量部を加え、更に接着力調整剤として全系に対してＭｇ
含有量が６０ｐｐｍとなるように２－エチル酪酸マグネシウムを添加し、ミキシングロー
ルで充分に溶融混練した後、プレス成形機を用いて１５０℃で３０分間プレス成形し、平
均膜厚０．７６ｍｍの熱線遮蔽樹脂層となる中間膜を作製した。この膜中のＩＴＯ微粒子
の平均粒径は５６ｎｍであり、粒径が１００ｎｍ以上の粒子は観察されなかった。
【００５５】
（４）色調補正樹脂層となる中間膜の作製
上記（１）で得られたポリビニルブチラール樹脂１００重量部に、上記ＩＴＯ微粒子の黄
緑みがかった色と補色となる色調に調整した、青色の顔料トナー（住化カラー社製の商品
名「ＳＧ－５Ａ１０８３Ｎ」）０．１５重量部と赤色の顔料トナー（住化カラー社製の
商品名「ＳＧ－１００Ｎ」）０．０４重量部を加え、更に接着力調整剤として全系に対し
てＭｇ含有量が６０ｐｐｍとなるように２－エチル酪酸マグネシウムを添加し、ミキシン
グロールで充分に溶融混練した後、プレス成形機を用いて１５０℃で３０分間プレス成形
し、平均膜厚０．３８ｍｍの色調補正樹脂層となる中間膜を作製した。
【００５６】
（５）紫外線吸収樹脂層となる中間膜の作製
上記（１）で得られたポリビニルブチラール樹脂１００重量部に、ベンゾトリアゾール系
紫外線吸収剤（チバガイギー社製の商品名「チヌビンＰ」）とヒンダードアミン系紫外線
吸収剤（アデカアーガス社製の商品名「アデカスタブＬＡ－５７」）の混合物（重量比７
：３）２重量部を加え、更に接着力調整剤として全系に対してＭｇ含有量が６０ｐｐｍ
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となるように２－エチル酪酸マグネシウムを添加し、ミキシングロールで充分に溶融混練
した後、プレス成形機を用いて１５０℃で３０分間プレス成形し、平均膜厚０．３８ｍｍ
の紫外線吸収樹脂層となる中間膜を作製した。
【００５７】
（６）合わせガラス用中間膜及び合わせガラスの製造
上記色調補正樹脂層となる中間膜、熱線遮蔽樹脂層となる中間膜、紫外線吸収樹脂層とな
る中間膜の順に重ね、プレスによりいったん三層構成の合わせガラス用中間膜を製造した
。この三層構成の合わせガラス用中間膜を、二枚の無色透明なフロートガラス板（縦３０
ｃｍ×横３０ｃｍ×厚さ２．５ｍｍ）で挟み、これをゴムバック内に入れ、２．６ｋＰａ
の真空度で２０分間脱気した後、脱気したままオーブンに移し、更に９０℃で３０分間保
持しつつ真空プレスした。このようにして予備圧着された合わせガラスを、エアー式オー
トクレーブ中で１３５℃、圧力１．２ＭＰａの条件で２０分間圧着を行い、合わせガラス
を製造した。この合わせガラスの断面図を図１に示す。図１において、１０は合わせガラ
ス、１０ａは熱線遮蔽樹脂層、１０ｂは色調補正樹脂層、１０ｃは紫外線吸収樹脂層、１
０ｄ及び１０ｅは透明なフロートガラス板である。
【００５８】
（比較例２）
紫外線吸収用中間膜を用いなかったこと以外は、実施例１と同様の方法により二層構成の
合わせガラス用中間膜を製造し、この二層構成の合わせガラス用中間膜を用いて、実施例
１と同様の方法により合わせガラスを製造した。この合わせガラスの断面図を図２に示す
。図２において、１０は合わせガラス、１０ａは熱線遮蔽樹脂層、１０ｂは色調補正樹脂
層、１０ｄ及び１０ｅは透明なフロートガラス板である。
【００５９】
（比較例１）
熱線遮蔽樹脂層となる中間膜に青色の顔料トナー（住化カラー社製の商品名「ＳＧ－５Ａ
１０８３Ｎ」）０．０７５重量部と赤色の顔料トナー（住化カラー社製の商品名「ＳＧ－
１００Ｎ」）０．０２重量部を加え、色調補正樹脂層となる中間膜に青色の顔料トナー０
．１５重量部と赤色の顔料トナー０．０４重量部を加えなかった以外は実施例１と同様に
して合わせガラス用中間膜を製造し、得られた合わせガラス用中間膜を用いて、実施例１
と同様の方法により合わせガラスを製造した。
【００６０】
（評価）
上記実施例１及び比較例１、２で得られた合わせガラス用中間膜及び合わせガラスについ
て、下記の方法により可視光透過率及び日射透過率の測定を行い、熱線遮蔽性能及び無色
透明性の評価を行った。なお、図１の合わせガラス１０では、紫外線吸収樹脂層１０ｄを
外側（屋外）と想定し、図２の合わせガラス１０では、熱線遮蔽樹脂層１０ｄを外側（屋
外）と想定して測定を行った。その結果を表１に示す。
【００６１】
（１）可視光透過率及び日射透過率の測定
直記分光光度計（島津製作所社製「ＵＶ３１００」）を使用して、得られた合わせガラス
の３００～２５００ｎｍの透過率を測定し、ＪＩＳ　Ｚ　８７２２及びＪＩＳ　Ｒ　３１
０６に従って、３８０～７８０ｎｍの可視光透過率及び３００～２５００ｎｍの日射透過
率を求めた。
【００６２】
（２）合わせガラスの外観の評価
合わせガラス全体の色調について、目視により評価を行った。
【００６３】
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【表１】

【産業上の利用可能性】
【００６４】
本発明によれば、熱線遮蔽性に優れるとともに無色透明性にも優れた合わせガラス用中間
膜及びこの合わせガラス用中間膜を用いた合わせガラスを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００６５】
【図１】本発明の合わせガラスの一実施態様を示す断面図である。
【図２】本発明の合わせガラスの他の実施態様を示す断面図である。
【符号の説明】
【００６６】
１０　　合わせガラス
１０ａ　熱線遮蔽樹脂層
１０ｂ　色調補正樹脂層
１０ｃ　紫外線吸収樹脂層
１０ｄ　透明なフロートガラス板
１０ｅ　透明なフロートガラス板

【図１】

【図２】
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